
内閣府では、日本の高齢者と諸外国の高齢者の
生活と意識を調査するため、昭和55年度から5年
ごとに「高齢者の生活と意識に関する国際比較調
査」を実施しており、令和2年度で9回目となる。
令和2年度「高齢者の生活と意識に関する国
際比較調査」では、日本、アメリカ、ドイツ及
びスウェーデンの60歳以上の人を対象に、前
回実施した平成27年度調査と同様の調査項目
である、家庭生活、健康や医療・福祉サービス、
経済的な暮らし、仕事、住宅や生活環境、友
人・知人との交流、社会活動、情報収集、生き
がいや生活満足度等に加え、新型コロナウイル
ス感染症が世界的にまん延する中、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大による生活への影響につ
いて調査を行ったが、この白書では、その結果
の一部を紹介する。

内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」
（令和2年度）
・調査対象国：日本、アメリカ、ドイツ、スウェーデン
・調査対象者：�各国の60歳以上の男女�

（施設入所者は除く）
・調査時期：令和2年12月～令和3年1月
・有効回答数：�日本1,367人、アメリカ1,006人、ドイツ

1,043人、スウェーデン1,528人
※1　本調査については、本格的な高齢期を迎える前からの年代による意
識の違い等についても把握するため、60歳以上の男女を調査対象とし
ている。

※2　本調査については、面接調査にて調査を実施してきたが、令和2年度
調査は、新型コロナウイルス感染症感染防止のため、調査方法を郵送調
査、電話調査又は面接調査に変更して実施したことから、過去の結果と
の比較について留意する必要がある。

【調査対象者の主な基本属性】

性別� （%）
全体 男 女

日本 1,367 47.6 52.4
アメリカ 1,006 42.2 57.8
ドイツ 1,043 45.0 55.0
スウェーデン 1,528 49.9 50.1

年齢� （%）
全体 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

日本 1,367 14.3 22.1 27.2 16.9 10.5 9.1
アメリカ 1,006 18.8 22.8 20.8 17.3 10.9 9.4
ドイツ 1,043 25.7 20.0 19.6 18.6 11.1 5.0
スウェーデン 1,528 19.8 21.5 23.2 16.6 10.3 8.5

1　老後生活の満足度について

（1）各国の60歳以上の人の8割超が現在の生
活に満足している
各国の60歳以上の人に、総合的にみて、現
在の生活に満足しているか尋ねたところ、現在
の生活に満足していると回答した割合（「満足
している」と「まあ満足している」の計）は、
アメリカ94.6％（95.2％（平成27年度調査。以
下本節で同じ。））、スウェーデン92.2％（97.1％）、
ドイツ91.6％（91.9％）、日本81.6％（88.3％）
となっている。
平成27年度調査と比較すると、各国ともに
割合は減少しているものの、各国の60歳以上
の人の8割超が現在の生活に満足していると回
答している（図1－3－1）。
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2　経済的な暮らし及び就労意識について

（1）各国の60歳以上の人の老後生活における
主な収入源は公的年金と就労収入
各国の60歳以上の人に、主な収入源を尋ね
たところ、いずれの国も「公的な年金（国民年
金、厚生年金など）」とする回答割合が最も高く、
次いで「仕事による収入」の回答割合が高くなっ
ており、2つを合わせた回答割合は日本88.2％
（94.2％）、ドイツ86.1％（87.5％）、アメリカ70.8％
（77.5％）、スウェーデン61.5％（89.3％）の順
となっている。
平成27年度調査と比較すると、日本は、「公
的年金（国民年金、厚生年金など）」、「仕事に
よる収入」の割合が減少する一方、それ以外の
回答が増加している。他の国をみると、アメリ
カ、スウェーデンは、「仕事による収入」が減
少しているが、ドイツは増加している。また、
「公的な年金（国民年金、厚生年金など）」はア
メリカ、ドイツ、スウェーデンとも減少してい
る（図1－3－2）。

（2）日本の高齢者は高い就労意欲を持ち続け
ている
各国の60歳以上の人に、今後、収入を伴う
仕事をしたいか尋ねたところ、日本を除く国の
過半数が「収入の伴う仕事をしたくない（辞め
たい）」と回答している。
一方、「収入の伴う仕事をしたい（続けたい）」
とする割合は、日本が40.2％（44.9％）と最も
高く、次いでアメリカ29.9％（39.4％）、ドイツ
28.1％（22.7％）、スウェーデン26.6％（36.6％）
の順となっている。
平成27年度調査と比較すると、ドイツを除
き割合は減少しているものの、他国と比較して
日本の高齢者の就労意欲は高い傾向が見られる
（図1－3－3）。

図1－3－1 　生活満足度

満足している まあ満足している やや不満である 不満である 不明・無回答

21.1

30.7

76.4

71.1

52.2

50.6

56.2

61.0

60.4

57.6

18.2

24.1

39.4

41.3

36.0

36.1

12.8

8.4

3.3

2.7

6.2

6.3

3.5

2.4

3.4

1.4

1.2

2.0

1.7

0.7

0.5

2.3

0.13.3

0.7

0.9

0.2

0.2

3.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

日本　　令和2年（n=1,367）

平成27年（n=1,105）

アメリカ　　令和2年（n=1,006）

平成27年（n=1,003）

ドイツ　　令和2年（n=1,043）

平成27年（n=1,008）

スウェーデン　　令和2年（n=1,528）

平成27年（n=1,000）

57

第
1
章

高
齢
化
の
状
況

第
3
節
　
国
際
比
較
調
査
に
見
る
日
本
の
高
齢
者
の
生
活
と
意
識
の
特
徴


